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研究成果概要 
本研究では高純度ゲルマニウム(HPGe)検出器を用い、主に SK-Gd 計画で用いる硫酸ガ

ドリニウム八水和物中に含まれるウラン系列のラジウム 226、トリウム系列のラジウム

228 などの放射性不純物量測定と、その結果を基にした低放射能化を推進している。 
 
2020 年度では測定感度向上のために、EVOH 製袋に硫酸ガドリニウム八水和物中を詰

めるという測定試料作成時に純空気でパージし、その袋を密封する際に純空気を抜くシ

ステムを構築した。このプロセスにより試料体積が低減することで、2019 年度から 2 倍

の 10 kg の測定試料を測定出来るようになり（図１左）、測定感度の 2 倍向上を達成し

た。 
  
この感度向上を活かし、実際にスーパーカミオカンデ検出器に導入した硫酸ガドリニウ

ム八水和物中についての放射性不純物量測定の結果、後期製作分の硫酸ガドリニウム八

水和物に微量のラジウム 228 によると思われる信号が見られた。今後の低放射能化のた

め、ラジウム 228 除去に必要な追加プロセスとして複数のテストを行い、プロセスを加

えた硫酸ガドリニウム八水和物中を HPGe 検出器で測定することで最適なプロセスを

選択でき、次回硫酸ガドリニウム八水和物中製造手法の確立に大きな役割を果たした。 
 
2019 年度に報告した、高感度・短時間でラジウム 226 を測定するための濃縮法を用い

た高感度測定手法の開発に関して、ラジウム吸着樹脂(AnaLig-Ra01)が埋め込まれた固

相ディスクに試料中のラジウムを吸着させることで試料体積が低減でき、10日前後の測



定で硫酸ガドリニウム八水和物中 1 kgあたり 0.1 mBq の濃度でラジウム 226 が測定可

能であることを示した論文を発表した[1]。 
その他、スクリーニングの速度を向上するために新たに導入する HPGe 検出器の部材の

放射性不純物量測定にも HPGe 検出器を活用した。 
 

  
図 1(左)：硫酸ガドリニウム八水和物 10 kg を HPGe 検出器で測定している写真。2019
年度までは試料を詰めた袋に含まれる空気のためかさばり、5 kg の測定が限界であっ

た。本年度純空気によるパージと空気抜きシステムを構築した結果、10 kg の測定が可

能になった。(右) 硫酸ガドリニウム八水和物中に含まれるラジウムを吸着した固相ディ

スクの測定時の写真。試料体積を低減することにより、放射性不純物由来のガンマ線検

出効率が約１桁向上出来た。 
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